













































































































































































































































































































































































































































































































































































6．お わ り に
19世紀後半以降にアメリカ合衆国西部に入国したバスク系移民の先人たちは，地縁や血
縁に依拠した移民経路を構築した。先人たちは，ビジネスにおいて地縁や血縁を重視し，緊
密なバスク系共同体を構築した。さらに先人たちは地縁血縁を超えた範囲まで人脈を拡張し，
その人脈は先人の地縁者・血縁者が連鎖的に移住するのに適した制度体系を彼らに提供した。
1950年代以降に入国したバスク系羊飼いも，その制度を頼りに移住した。バスク地方のバ
スタンからカリフォルニア州のベーカーズフィールドへのバスク系羊飼いの移住は，19世
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紀末から1960年代まで形を変えながらも存続した連鎖移民ネットワークにより維持された
のである。
連鎖移民は1970年代半ばにはほぼ終焉している。その終焉はバスク地方本国の経済環境
の好転によるもので，受入地であるアメリカ合衆国側の諸環境の変化ではない。こうして連
鎖移民は過去のものとなったが，19世紀半ば以降に構築されたバスタンとベーカーズフィー
ルドを結ぶ場所の連帯は現在も存在している。ベーカーズフィールドでは，カリフォルニア
州カーン郡バスク協会主催のバスクフェスティバルが毎年開催されている。ヨーロッパのバ
スク地方では，「アメリカのバスク系羊飼い協会EuskalArtzainakAmeriketan」が，か
つてアメリカ合衆国で従事した羊飼いを組織化する運動を進めており，2008年にバスタン
で集会を開催したことは前述のとおりである。さらに同協会は，かつてアメリカ合衆国で羊
飼いに従事したバスク在住者84名をともない，2013年9月にベーカーズフィールドをはじ
めとするカリフォルニア州の諸都市の訪問を実現している。参加した84名は，現在では羊
飼いを退いた高齢者であり，その多くはバスタンを中心とするナバラ州北部の出身者であっ
た。ベーカーズフィールドを巡るバスク系羊飼いの記憶を巡る今回の旅は，カリフォルニア
州のバスク系社会と故郷バスク地方で大々的に報道された。こうした報道は，バスク地方と
アメリカ合衆国西部をリンクする物語として，大西洋を隔てた2つのバスク人共同体により
共有され，両共同体の連帯を強化する。
こうして大西洋を隔てて再生産されたバスク移民の場所は，Steingart（2004）のいう
「記憶の場所gedenkstatte」のような記念碑的存在なのだろうか。カリフォルニアのバスク
共同体は，人の移動こそ絶えたものの，2つの地理をつなぐ物語により現在もなお連動して
いる。さらにこの物語に触発された現代のバスク人は，2つの場所の地理的リンクをさらに
強固なものとして語り継ぐために努力している。その作業を世代と空間を超えて続けている
のが「アメリカのバスク系羊飼い協会EuskalArtzainakAmeriketan」であり，アメリカ
合衆国内に多数存在するバスク協会をはじめとする同人会組織である。大西洋を隔てて再生
産されたベーカーズフィールドにおけるバスタンは，記念碑として過去を顧みながらいつく
しむものというよりも，現在進行形で脈々と息づくバスク共同体の空間的表象そのものとい
えよう。
・本稿の執筆に際しては，平成25年度科学研究費補助金基盤研究（研究代表者：矢ケ﨑典隆，課
題番号：23251002）と，平成25年度科学研究費補助金基盤研究（研究代表者：石井久生，課題
番号：24520898）の一部を使用した。現地調査に際して，EuskalArtzainakAmeriketan協会の
会長LauraIgantzi氏と書記長XantiAlzuguren氏には，本論の骨子となる貴重なデータをご提
供いただくと同時に，バスク系羊飼いに関する貴重なコメントをいただいた。バスク大学のRosa
MariaArburuaGoyeneche氏にはアメリカ合衆国でかつて羊飼いに従事した経験者を多数紹介い
ただき，インタビュー実現のためにご尽力いただいた。同様にナバラ政府や自治体の関係者には現
地調査の便宜をはかっていただいた。ここに記して御礼申し上げます。
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〈注〉
（1） Chan（2000,62）が1849年から1850年にかけての乗客名簿にバスク人が多数含まれている
と指摘していることから，ゴールドラッシュの初期段階ですでに多数のバスク人がカリフォルニ
アに入植していた実態がうかがえる。
（2） 1980年と1990年センサスには，出自「バスク」の下位項目に「スペイン」と「フランス」が
あり，フランス系バスクとスペイン系バスクを統計として把握することが可能であったが，多く
は2つの下位項目を選択せず，単に「バスク」と回答しているため，いずれの系統かを把握する
ことも難しい。この2つの下位項目は2000年センサス以降省略されている。
（3） 図3中に示したIparraldeは，バスク語で「北部地方」を意味し，「フランスバスク地方」を
指す場合に用いる。別の呼び方にIparEuskalHerria「北のバスク地方」もある。フランス語
ではPaysbasqueであるが，これは単に「バスク地方」の意味なので，今回はIparraldeを用
いた。
（4） 1921年移民法は，1910年センサスの出身国別人口比率をもとに移民割当てを算出していたが，
俗にジョンソンリード法と呼ばれる1924年移民法は，南欧や東欧からの移民がまだ少なかっ
た1890年に実施されたセンサスの出身国別人口比率をもとに移民割当てを適用したため，南欧
に分類されるスペインには厳しい割当てが課され，結果的にスペインバスクからの移民は急減し
た。「帰化不能外国人の移民全面禁止」を定める第13条C項が盛り込まれ，日系移民がそれに
分類されたため，同法は日本では「排日移民法」の名で知られている。
（5） DouglassandBilbao（1975,31920）によれば，1957年から1970年6月までの間に，この
規定により入国した羊飼いは5495人に達する。520人のランダムサンプル調査では，ビスカヤ
人227，ナバラ人177，フランスバスク人4，ギプスコア人16，アラバ人1，バスク人以外が89
で，マッカランウォルター法がバスク系のみを対象としていなかったにもかかわらず，その恩
恵を受けた羊飼いの大多数はバスク人であった。
（6） 直訳すれば，「アメリカにおけるバスク系羊飼い」，英語ではBasquesheepherdersinAmer-
icaになる。
（7） この資料は発行部数が少なかったうえに市販されなかったこともあり，現在では入手困難となっ
ているが，協会関係者の協力により今回入手することができた。
（8） ナバラ州における基礎自治体の平均面積は37.0km
2
で，面積第2位のValedeYerri/Deierri
でも252.6km
2
である。
（9） ナバラ州を含むスペインの行政上の最も基礎的な自治体はムニシピオmunicipioであるが，
ナバラ州では，ひとつの基礎自治体が複数の大きな集落で構成される場合，集落に代議機関コン
セホConsejoを置き，集落の行政上の問題処理にあたらせる。ナバラ州には2013年現在348の
コンセホが存在する。コンセホは，ナバラ州北部と中部に多い。南部の基礎自治体は通常ひとつ
の集落で構成されるためである。
（10） バスク語研究の古典として有名なLouisLucienBonaparteの分類（1869）の中にもバスタン
方言が登場する。
（11） EuskalArtzainakAmeriketan協会の書記長XantiAlzuguren氏によれば，父方あるいは
母方の一方の姓が一致するケースは姻戚関係にある場合がほとんどである，とのことであったが，
完全に確証できないので，今回そこまで解釈範囲を拡大しなかった。
（12） 彼らはロスバナスをスペインやメキシコによる統治時代のスペイン語旧地名ロスバーニョス
LosBanosとして回答している。
（13） OtondoyDufurenaandLegarragaRaddatz（1999）はほかにも興味深い結果を提示してい
る。例えば地縁であるが，チリ在住のバスタン出身者で婚姻相手として同じくバスタン人を選択
しているケースが79，全体の42.7％に達する。他のバスク人を選択しているケースが29，15.6
％であるから，地縁重視傾向が顕著である。さらに興味深いのが就業分野で，農業が4ケース
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（3.0％）なのに対し，パン関連産業が102ケース，チリ在住のバスタン人の76.0％にも達する。
これは，バスタン出身者が首都のサンティアゴに集中しており羊飼いのような農業部門への参入
が困難であったこと，おそらくかつては羊飼い従業者も存在したであろうが1990年代のインタ
ビュー実施時には斜陽産業の牧羊業からすでに離職してパン製造業に参入していた，などの理由
が考えられる。しかしいずれも確証できないので，今後の検証課題である。そうではあるが，バ
スタン出身の移民が特定産業に集中的に参入する現象は，大変興味深い。
（14） ノリエガ牧羊社についての記述は極めて限られるが，Paquette（1982,82）によれば1930年
代には営業していたようである。
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MigrationBehaviorofBasqueSheepherders
betweentheBasqueCountryandtheAmericanWest:
ACaseofSheepherdersfromBaztan,Navarre
HisaoIshi
ManyBasquesmigratedfrom theBasqueCountryinEuropetotheAmerican
West,especialytoCaliforniaasminersintheeraoftheGoldRushinthemiddleofthe
19thcentury.Astheminingindustrydeclined,theyparticipatedgradualyinthe
sheepherdingindustry.Somepioneersmadeasuccessandtheyrecruitedsheepherd-
ersthoughtheirpersonalrelations,mainlythroughkingshipandnativecommunity
ties.Bytheendofthe19thcentury,laborforceofsheepherderwasnearlydominated
bytheBasqueimmigrants,andthesheepherderbecametobeastereotypeofBasque
peopleoccupationalstyleintheAmericanWest.TheBaztanregionofthenorthern
partofNavarrewasalsoatypicalsenderofemigrantstotheUSA.FromtheBaztan
anditsneighborregionsoftheFrenchBasque,manypeopleimmigratedtotheAmeri-
canWest,especialytoBakersfield,intheKernCountyofCalifornia.Atthelastdec-
adesofthe19thcentury,someprecursorssucceededinthesheepindustryandbuilta
basisofthefutureimmigrationthroughpersonalties,orthechainmigration,from
Baztan.Thoroughthischannel,alotofsheepherderscametoBakersfieldandits
neighboringareafrom Baztan,andtheyrealizedatypicalstyleoftranshumance.
Aftertheestablishmentoflegalbasisofsheepherderimportationsystem inthe
1950・s,aboutahalfofimmigrantsfromBaztanandneighboringareacontinuedtohead
forBakersfield,inordertogaintheirjobthroughpersonalconnectionandgeographi-
calties.Whentheyachievedsomesavings,mostofthem wentbacktotheBasque
Country.ThechainmigrationfromBaztanhascontinueduntiltheendoftheBasque
migrationphenomenoninthe1970・sasaresultoftheimprovementofeconomicand
socialconditionintheBasqueCountry.Fromthebeginningofthe21stcentury,some
descendantsofsheepherdingexperiencersintheAmericanWestbegantoorganize
ex-herdersandtorecordtheirmemories.
